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「静岡市情報化推進計画・実施計画 平成25年度フォローアップ」

１．行政サービスの高度化

23 24 25 26 年度 進捗 内容

23 ○
広報やホームページでの周知により、申請件数は昨年度か
ら540件増えて、2,790件に増えました。

24 ○

引き続き、広報やホームページで周知した結果、申請件数
は昨年度から340件増えて、3,130件に増えました。更
なる利用促進のため、啓発用のリーフレットを作成し、平
成25年２月に配布を開始しました。

25 ○
広報やホームページでの周知の他、電子申請可能な手続を
増やした結果、申請件数は昨年度から1,521件増えて、
4,651件に増えました。

26

23 △
関係課で構成されるコンビニ交付実施研究グループを立ち
上げ、コンビニ交付導入における課題等について、調査研
究を行いました。

24 △

コンビニ交付実施研究グループにおいて、導入に向けた実
施スケジュールを検討し、現在、政府で検討している個人
番号カードの交付と同時期の導入を目指すこととしまし
た。

25 △
コンビニ交付実施研究グループにおいて、平成28年１月
の個人番号カードの交付と同時期のコンビニ交付導入に向
けた調査・検討を行いました。

26

23 ○
平成24年３月に、県下33市町・静岡県との共同利用が新
たに可能となる電子申請システムへの更新を行いました。

24 ◎

平成24年9月に申請書ダウンロードシステムを更新し、ダ
ウンロード可能な申請書の種類が旧システムから744種類
増えて、804種類になりました。また、県下34市町・静
岡県と電子申請システムの共同運用を行いました。

25 ○

ダウンロード可能な申請書の種類が、74種類増えて、
878種類になりました。
また、県下34市町・静岡県と電子申請システムの共同運
用を行いました。

26

スケジュール【年度】

○

△

→△ ◎ →

△

１ 21類型の行政手続きの利用拡充
電子申請手続きの21類型の行政手続きにおいて、市民
サービスの向上を図るために、申請の種類及び申請件数を
拡充します。

電子申請システムの更新３
電子申請システムの効果的な運営のため、更新をします。
また、申請書ダウンロードの拡充の調査・研究を進めま
す。

２ コンビニ交付システムの導入
住民票等をコンビニエンスストアで交付するサービスにつ
いて、調査・研究を進めます。 △ △

○ ○ ○

各年度における実施内容（フォローアップ）
ＮＯ

情報化推進計画・実施計画（平成23年６月策定）における計画内容

実施計画項目 事業内容



23 △
FAQの新規作成、既存ＦＡＱの見直しを行い、ワンストッ
プサービスの充実に努めました。

24 △
引き続き、FAQの新規作成、既存ＦＡＱの見直しを行い、
ワンストップサービスの充実に努めました。

25 △

引き続き、FAQの新規作成、既存ＦＡＱの見直しを行い、
ワンストップサービスの充実に努めました。
また、関係課と市コールセンター類似事業の在り方につい
て、検討を始めました。

26

23 ○
統合型GISについて、業界動向や他自治体導入状況などの
情報収集を実施し、研究を行いました。

24 ○
統合型GISの導入にむけて、関係課とのデモ研修や庁内調
査を実施し、対象システムや導入手法の検討を行いまし
た。

25 〇
統合型GISの導入にむけて、関係課とのデモ研修や庁内調
査を実施しました。また、一部部門でGISの導入をしまし
た。

26

23 △
導入に向けての検討を行いましたが、システム改修費用や
効果を考えると時期尚早と判断しました。

24 △
導入に向けての検討を行いましたが、システム改修費用や
効果を考えると税務部単独での導入は難しく、今後は全庁
的な検討会議の方針で進めるとの判断をしました。

25 △
税務システム改修の検討に合わせて検討を行いましたが、
次年度以降継続検討となりました。

26

23 △
国民健康保険料（税）のコンビニエンスストアでの納付に
ついて検討し、平成25年度から実施することを決定しま
した。

24 ○
コンビニ納付の導入に必要なシステム改修を実施しまし
た。

25 ◎ コンビニ納付を開始しました。

26

△

→

△

○

7
Ｈ23
追加

国民健康保険料（税）コンビニ納付の導入
コンビニエンスストアで、国民健康保険料（税）の
納付を可能にすることにより、収納状況の改善と利
便性の向上を図ります。

△ ○ ◎

６ 電子納税の導入
納税義務者の利便性を高めるため、導入について検討しま
す。 △ △ △

５ GISシステムの拡充
道路や下水道部門等において、ＧＩＳシステムの導入を進
めます。また、行政サービスを推進するために統合型ＧＩ
Ｓの調査・研究を進めます。

○ ○ ○

４ コールセンターの効率的な運営
ワンストップサービス充実のための検討（他都市調査等）
を進めます。 △ △ △



23 △

様々な検討を行ったところ、コスト的、信頼性の面で撤退
する自治体が増えているため、国の法的整備に具体的な前
進が見られない中ではあるが、国の動向や実施自治体の実
例研究を行いました。

24 △
コスト面や、信頼性の面で撤退する自治体が増えており、
国の法的整備に具体的な前進が見られない中ではあるが、
国の動向や実施自治体の状況把握に努めました。

25 △
コスト面や、信頼性の面で撤退する自治体が増えており、
国の法的整備に具体的な前進が見られない中ではあるが、
国の動向や実施自治体の状況把握に努めました。

26

23 △
関係課で構成される協議会を開催し、関連システムとの連
携やユーザニーズ等について、調査・研究を行いました。

24 ○
平成22年度から平成24年度までに提出された電子成果品
をネットワーク対応HDDに格納する作業を実施しまし
た。

25 ◎
システム運用を開始しました。平成25年度に提出された
電子成果品をシステムに格納する作業を実施しました。

26

23 ○
静岡庁舎内に土木施設監視センターを整備し、新日本坂ト
ンネル、あさはたトンネルを常時監視できる体制を整えま
した。

24 ○

静岡庁舎に防災対策課と共に非常用発電機を整備し、大規
模災害時等における約72時間分の電源を確保しました。
静岡県と協議をし、静岡県のシステムに静岡市の道路規制
情報を登録できるようにしました。

25 〇

静岡庁舎に大型映像表示設備を設置し、カメラ映像や災害
情報等を表示すると共に、映像配信できる設備を整備しま
した。
国土交通省と静岡県と協議をし、カメラ映像を国土交通省
と共有すると共に静岡県の映像を受信できるようにしまし
た。

26

23 ◎
トップページを改訂し、各課ページに到達しやすくしまし
た。

24 →
より使いやすいページとするため、調査検討に努めまし
た。

25 →
積極的な情報発信に努めました。
また、市ウェブサイトリニューアルに向けた調査検討を行
いました。

26

△

→

○

→11 ウェブサイト利用者のアクセス機会の拡大
トップページの改善及びウェブアクセシビリティ向上のた
めの調査・研究を進めます。 ◎ → →

10 道路情報等提供システムの導入

静岡庁舎内に土木施設監視センターを整備し、ここに既存
の道路管理システムと新たな設備（監視カメラや大型モニ
ター、地理情報システム(GIS)等）を付加統合した道路情
報等提供システムの整備を進めます。

○ ○ ○

９ 電子納品保管管理システムの導入
CALS/ECの導入に伴って、電子納品される完成図書等の
成果物を、有効活用できる仕組みを構築します。 △ ○ ◎

８ 電子投票制度の導入
国の動向や他都市の状況を注視し、調査・研究を進めま
す。 △ △ △



23 ○ 美術的及び学術的資料のデジタル化を行いました。

24 ◎
計画策定時に計画した資料について、資料のデジタル化が
完了し、美術館・資料館等の展示施設で展示を検討する際
の映像資料として活用しました。

25 →
計画策定時に計画した資料について、資料のデジタル化が
完了し、美術館・資料館等の展示施設で展示を検討する際
の映像資料として活用しました。

26

23

24 △
広報しずおかの電子ブック化について、調査検討を行いま
した。

25 ◎
平成25年４月から広報しずおかの電子ブック版の運用を
開始しました。

26

23 △
ＳＮＳについて外部講師を招いて研究会を行うなどし、活
用方法の調査・研究を進めました。

24 △
SNS(Facebook）の導入に向けて、他自治体の事例等を
調査し、運用方針、要領の整備を進めました。

25 ◎
平成25年５月から静岡市フェイスブックページの運用を
開始しました。

26

23 ○
配信メールの到達速度の短縮について検討し、実施しまし
た。　※平成24年２月17日現在登録者数　40,621人

24 ○
清水エスパルスのホームゲームでの広報や各種講座等での
周知・啓発を実施しました。
※平成25年２月６日現在登録者数　41,416人

25 ○

携帯電話販売店の協力を得て、チラシを配布しました。こ
れにより、メールアドレスの変更に伴う登録者の減少の防
止に努めました。
市主催の高齢者向けスマートフォン教室において、登録の
呼びかけを行いました。
※平成26年３月１日現在登録者数　39,777人

26

→

→

◎

○

13
H24
追加

広報しずおかの電子ブック化
ウェブ上で広報しずおかの閲覧がしやすくなるよう電子
ブック化を推進します。またスマートフォンへの対応も行
います。

△ ◎

15 防災メールの拡充
登録者数及びコンテンツの拡充、配信機能の強化を進めま
す。 ○ ○ ○

14 コミュニケーションツールの導入 ブログ、ＳＮＳ等の活用の調査・研究を進めます。 △ △ △

12 デジタルアーカイブの導入 美術的・学術的資料のデジタル化の導入を進めます。 ○ ◎ →



23 ○
スマートフォン向けのアプリの開発及び提供を開始するな
ど、情報の追加・更新を行い、コンテンツの充実を図りま
した。

24 ○
商店街情報の充実、イベント情報等の継続的な発信に努め
ました。

25 ○
NTT西日本と協力して、「デジタルサイネージを活用した
災害発生時の情報提供」に関する社会実験を実施しまし
た。

26

23 △
総務省の住民基本台帳カード活用研修等に参加し、調査・
研究を進めました。

24 △
本市で交付している登録証等について、住民基本台帳カー
ドに代わり、現在政府で検討している個人番号カードに統
合可能であるか、調査を行いました。

25 △
住民基本台帳カードの後継カードである個人番号カードに
ついて、情報収集を行いました。

26

スケジュール及び進捗項目

△（調査、検討）　　　　◎（実施、完了）

○（一部実施、推進）　　→（継続）

○

△住民基本台帳カードの活用
住民基本台帳カードの付加価値機能の調査・研究を進めま
す。 △ △ △

16 デジタルサイネージの拡充
デジタルサイネージ本体及びコンテンツの拡充を進めま
す。 ○ ○

17

○



２．行政運営の簡素化・効率化

23 24 25 26 年度 進捗 内容

23 △
県と連携し、自治体クラウド導入に向けて調査・研究を開
始しました。

24 △
自治体クラウドの研修等に参加し、動向について調査・研
究をしました。

25 △
自治体クラウドの研修等に参加し、動向について調査・研
究をしました。

26

23 ◎
税務・国保年金システムを安価な機器への移行開発を実施
しました。

24 →
移行後の機器にて電算処理時間の短縮が図られる等、安定
的に運用しています。

25 →
移行後の機器にて電算処理時間の短縮が図られる等、安定
的に運用しています。

26

23 ○
総合評価一般競争入札で業者を決定しました。福祉システ
ム作業部会を業務ごとに開催し、要件定義を作成しまし
た。

24 ○
プロジェクト計画書に基づき、福祉・介護保険システムの
開発（詳細設計～開発・単体テスト）を実施しました。

25 ○
プロジェクト計画書に基づき、福祉・介護保険システムの
開発（結合～総合テスト）を実施しました。

26

23 ◎
業務の効率化を目的として、８月に国保サーバ機器の更新
を行いました。

24 → 国保サーバ機器について、問題なく運用しています。

25 → 国保サーバ機器について、問題なく運用しています。

26

23 ○
清水区における公園施設の現地調査及びデータ更新を実施
し、台帳システムサーバーを導入しました。

24 ◎
平成24年４月から公園関係情報等の閲覧が可能となりま
した。

25 →
職員間で情報を共有化し、システムを有効に活用していま
す。

26

→

◎

→

→22 公園台帳管理システムの拡充
単体であった台帳システムを庁内ネットワークに組み入れ
ることにより、関係各課から閲覧、市民への情報提供を行
えるようにします。

○ ◎ →

21 国保サーバ機器の更新
国保サーバは、収納情報を管理しています。現行のサーバ
は、老朽化が進んでいるため、業務の効率化を目的として
機器の更新を行います。

◎ → →

各年度における実施内容（フォローアップ）

18 自治体クラウドの導入 自治体クラウドの導入について、調査・研究を進めます。 △ △ △ △

19 住民情報システムの最適化
税務・国保年金システムを移行開発し、操作性を向上させ
るとともに、経費削減を図ります。 ◎ →

○ ○ ○

実施計画項目

→

20

ＮＯ

情報化推進計画・実施計画（平成23年６月策定）における計画内容

事業内容
スケジュール【年度】

福祉システムの最適化
現行システム（福祉・介護保険システム）を見直し、最適
化を図ります。



23 ○
位置指定道路の現地調査及び位置指定道路図の資料作成を
実施しました。

24 ○
道路種別判定補助資料及び指定道路調書の作成をしまし
た。

25 ○ 指定道路台帳管理システムを構築しました。

26

23 ○
市内道路のデジタル空中写真を撮影し、データ化に必要な
変換を行いました。

24 ○
デジタル空中写真を道路台帳平面図に図化する作業を行い
ました。

25 ○ 道路台帳のデジタル化作業が完了しました。

26

23 ○
システム調達コンサルティング業者と関係課による作業部
会などを行い、調達仕様書を作成しました。

24 ○
総合評価一般競争入札で開発業者を決定しました。システ
ム作業部会を業務ごとに開催し、要件定義の確認及びシス
テムの設計を行いました。

25 ◎
システムの設計、要件定義の確認等を継続して行いまし
た。システム完成後、操作研修及び運用テストを行い、平
成26年1月に料金システムを更新しました。

26

23 ○
紙媒体情報をシステムに入力するデータ整備業務を実施し
ました。

24 ○
紙媒体情報をシステムに入力するデータ整備業務を継続し
て実施し、台帳システムサーバ等機器を導入しました。

25 ◎
平成25年４月にシステムを稼働し、窓口閲覧サービス等
を開始しました。

26

23 ◎
2011年度省エネルギー基準及び消費電力に配慮したパソ
コンを調達し、配備しました。

24 →
23年度同様のパソコンを調達し、さらにモニタの明るさ
を下げてから配備することにより、平均3W程度の消費電
力が削減されました。

25 →

23年度同様のパソコンを調達し、さらにモニタの明るさ
を下げてから配備することにより、消費電力が削減されま
した。またECOボタンを搭載しており。省電力モードに切
替えることができます。

26

→

→

－

→

◎

27 市政総合ネットワークパソコンの更改
省エネのパソコンを配備し、環境に配慮した運用を図りま
す。 ◎ → →

26 下水台帳管理システムの導入
紙媒体で維持管理している公共下水道台帳をシステム化す
ることにより、適切な維持管理、業務の効率化及び市民
サービスの向上を図ります。

○ ○ ◎

25 水道料金及び下水道使用料徴収システムの更新
既存システムでは、機能の追加等が難しいため、新システ
ムに更新を行うことで、多様な住民サービスに応えるとと
もに、利便性の向上を図ります。

○ ○ ◎

24 デジタル化した道路台帳の導入
紙媒体で維持管理している道路台帳をデジタル化し、管理
業務の効率化及び市民サービスの向上を図ります。 ○ ○ ○

23 指定道路図及び指定道路調書作成業務
狭あい道路等の指定道路図及び指定道路調書を整備し、公
開することにより、建築活動の円滑化を図ります。 ○ ○ ◎



23 ◎
スイッチ付のマルチタップ配布や節電の職員研修等を実施
することにより、消費電力が削減されました。

24 →
スイッチ付マルチタップの継続利用や必要以上に充電しな
い設定をすることにより、消費電力が削減されました。

25 →
スイッチ付マルチタップの継続利用やECOボタンで省電力
モードに切替えることにより、消費電力が削減されまし
た。

26

23 ○
複数枚を一枚にまとめる機能（Nアップ機能）を活用する
ことにより、印刷物の省資源化などを実施しました。

24 ○
従来紙資料で行っていた研修をｅ－ラーニングで実施した
ことにより、ペーパレス化、省資源化を図りました。

25 〇
全庁的に「離席時にパソコンの主電源を切ること」「プリ
ンタの両面やまとめて一枚（Nアップ）機能活用」するこ
とを図りました。

26

スケジュール及び進捗項目

△（調査、検討）　　　　◎（実施、完了）

○（一部実施、推進）　　→（継続）

→

○29 ＩＣＴを活用した省資源対策
ｅ-ラーニング研修により、職員の環境への配慮を促し、
省資源化を図ります。 ○ ○ ○

28 市政総合ネットワークパソコンの節電対策 利用方法を見直し、消費電力の削減を目指します。 ◎ → →



３．地域活力の向上

23 24 25 26 年度 進捗 内容

23 ◎
各学校において、メール配信システムを活用した情報提供
が行われました。

24 →
引き続き、各学校において、メール配信システムを活用し
た情報提供が行われました。

25 →
引き続き、各学校において、メール配信システムを活用し
た情報提供が行われました。

26

23 ○
新規施設の情報を掲載し、利用促進を目指し広報紙にて周
知広報しました。

24 ○ 新規施設の情報を掲載しました。

25 ○ 新規施設の情報を掲載しました。

26

23 △
出張所の新設に伴う指令システムの拡充し、新規の消防総
合情報システムの構築のための設計準備を進めました。

24 〇
消防総合情報システム構築のための基本設計を実施しまし
た。

25 ○
消防総合情報システム構築のための実施設計を実施しまし
た。

26

23 ◎
市政アンケートモニター制度では、今後増加が見込まれる
スマートフォンへの対応を行いました。

24 → 同制度の推進を継続しました。

25 → 同制度の推進を継続しました。

26

23 ○
ロンドン展覧会の開催やしずおかコンテンツバレー推進コ
ンソーシアム（ＳＣＶ）に対して補助を実施し、コンテン
ツバレー構想の推進を図りました。

24 ○
クリエーター支援センターの管理運営や、しずおかコンテ
ンツバレー推進コンソーシアム（ＳＣＶ）に対して補助を
実施し、コンテンツバレー構想の推進を図りました。

25 ○
クリエーター支援センターの管理運営や、しずおかコンテ
ンツバレー推進コンソーシアム（ＳＣＶ）に対して補助を
実施し、コンテンツバレー構想の推進を図りました。

26

○

→

○

○

34 しずおかコンテンツバレー構想の推進
地元クリエーターの育成及びＣＣＣの運営の充実を図りま
す。 ○ ○ ○

33 ＩＣＴを活用した市民との協働の推進 アンケートモニター制度を推進します。 ◎ → →

32 消防総合情報システムの拡充
既存の消防総合情報システムの拡充及び、新規の消防総合
情報システムの構築を進めます。 △ ○ ○

31 バリアフリーマップの拡充 バリアフリーマップのコンテンツの拡充を進めます。 ○ ○ ○

各年度における実施内容（フォローアップ）

30 学校メール配信システムの活用 メール配信登録者数及びコンテンツの拡充を進めます。 ○ ○ ◎ →

ＮＯ
事業内容

スケジュール【年度】

情報化推進計画・実施計画（平成23年６月策定）における計画内容

実施計画項目



23 ○
しずおか葵プレミアムリンクページの更新、シティプロ
モーションブログの更新、画像及びバナーの変更を行いま
した。

24 ○
シティプロモーションブログを中心に、いいとこマップや
各ページの更新、バナーの変更を行いました。

25 ○
引き続き、シティプロモーションブログを中心に、いいと
こマップや各ページの更新、コンテンツの拡充、バナーの
変更を行いました。

26

23 ○
市内数校で実証実験を行い、導入に向けての研究活動を継
続しました。

24 ○
引き続き、市内数校で実証実験を行い、導入に向けての研
究活動を継続しました。

25 ○
引き続き、市内数校で実証実験を行い、導入に向けての研
究活動を継続しました。

26

23 ○
8月及び11月に高齢者向けの携帯電話の活用講習会を開催
し、合計79人が参加しました。

24 ○
5月、10月及び11月に高齢者向け携帯電話の活用講習会
を各役所で開催し、合計168人が参加しました。

25 ○
４月及び５月に携帯電話、10月及び11月にスマートフォ
ンの高齢者向け活用講習会をそれぞれ実施し、合計148人
が参加しました。

26

23 ○

事前の周知啓発等により、７月24日の完全移行を円滑に
行えました。また、新たな難視地区等の対策として、説明
会の開催など関係機関と連携した支援体制を継続しまし
た。

24 ○

新たな難視地区のうち４地区で、共聴施設の整備等による
地上デジタル放送の恒久対策が行われました。
残る地区及びデジタル化困難共聴施設地区について、関係
機関と対策手法の検討をしました。

25 ○

新たな難視地区として対策が必要とされた市内残り１地区
で、共聴施設の整備による地上デジタル放送の恒久対策が
行われました。また、デジタル化困難共聴施設地区の対策
手法が確定し、対策が順次実施されました。

26

○

→

○

○

38 地上デジタル放送への円滑な移行
アナログ放送から地上デジタル放送への移行を円滑に推進
します。また、難視聴地区の支援体制を継続します。 ◎ → →

37 市民向けICT講習会の開催
高齢者向けの携帯電話の使い方教室等、市民のニーズに
沿った事業を展開し、情報格差の解消を図ります。 ○ ○ ○

36 教育用ネットワークの構築 グループウェア等の調査・研究を進めます。 △ ○ ○

35 シティプロモーションの推進
ホームページ及びシティプロモーションブログの更新によ
り、常に最新の情報提供をすることで、更なる拡充を図り
ます。

○ ○ ○



23 ○
広報紙及びパンフレットを配布するなど、制度の周知広報
を行い、整備の補助を実施しました。

24 ○
広報紙及びパンフレットを配布するなど、制度の周知広報
を行いました。

25 ○
広報紙及びパンフレットを配布するなど、制度の周知広報
を行いました。

26

23 ○
携帯電話不感地域とされる地区の現地調査、不感地域対策
についての検討部会の開催及び通信事業者に対して不感地
域解消の要望を行いました。

24 ○

不感地区とされる７地区において、通信事業者によって携
帯基地局が整備されました。残りの不感地域についても、
引き続き通信事業者に対して不感地域解消の要望を行いま
した。

25 〇
不感地域５地区について、国等に対して不感地域解消の要
望を行いました。

26

23

24 △
公衆無線ＬＡＮ事業について、庁内作業部会や関連する事
業団体と作業部会を実施し、オール静岡市としての事業実
施手法等について調査・研究をしました。

25 〇

官民連携5団体で協議会を設立し、9月に静岡市公衆無線
LAN事業を開始し、３月にポータルサイトを開設しまし
た。公衆無線LANのアクセスポイントが市内に整備される
よう、事業を推進しました。

26

スケジュール及び進捗項目

△（調査、検討）　　　　◎（実施、完了）

○（一部実施、推進）　　→（継続）

○

○

○

40 携帯電話不感地域の対策
携帯電話不感地域の対策について、不感地域の解消
を図ります。 ○ ○ ○

39 ブロードバンド補助事業の推進
市民がブロードバンドを利用して情報化社会の恩恵を享受
できるように、ブロードバンドを利用できない地域におい
て、衛星ブロードバンドの整備補助を推進します。

○ ○ ○

41
H24
追加

公衆無線ＬＡＮ事業

無料（フリー）の公衆無線ＬＡＮを、官民連携して
静岡市内各所に整備することにより、携帯電話（ス
マフォートマン）、タブレット端末等で、インター
ネットを気軽に利用できる環境を整えます。

△ ○



４．共通的に取り組む事項

23 24 25 26 年度 進捗 内容

23 ○
情報管理部門の職員延べ26人を外部専門研修に派遣し、
スキルアップを図りました。

24 ○
情報管理部門及び各課のシステム担当職員延べ23人を外
部専門研修に派遣するとともに、延べ28人がeラーニング
研修を受講し、スキルアップを図りました。

25 ○
情報管理部門及び各課のシステム担当職員延べ28人を外
部専門研修に派遣するとともに、延べ41人がeラーニング
研修を受講し、スキルアップを図りました。

26

23 ○
平成２３年９月及び10月に「情報セキュリティ＆事務処
理基礎研修」を全庁的に実施し、4,600人強が受講しまし
た。

24 ○
平成25年2月に「情報セキュリティ研修」を市政パソコン
の配備されている職員、非常勤職員及び臨時職員を含めた
すべての職員を対象に実施しました。

25 ○
平成26年8月に「情報セキュリティ研修」を市政パソコン
の配備されている職員、非常勤職員及び臨時職員を含めた
すべての職員を対象に実施しました。

26

23 ○
30部署を対象に内部監査を実施し、５部署を対象に外部
監査を実施しました。

24 ○
30部署を対象に内部監査を実施し、10部署を対象に外部
監査を実施しました。

25 ○
30部署を対象に内部監査を実施し、10部署を対象に外部
監査を実施しました。

26

23 ◎
情報セキュリティについて平成24年度から26年度の指針
となる計画を策定しました。

24 → 計画に基づき、事業を実施しました。

25 → 計画に基づき、事業を実施しました。

26

→

スケジュール【年度】

○

○

45 情報セキュリティ基本計画の策定
情報セキュリティ対策の維持向上のため、時代に沿った新
しい基本計画を策定します。 ◎ → →

職員の情報セキュリティに対するレベルや意識の向上のた
め、ｅ-ラーニングを毎年実施します。 ○ ○ ○

44 情報セキュリティ監査の実施
情報セキュリティの確保のために、内部監査の実施を継続
的に実施するとともに、外部監査の実施を行い、セキュリ
ティレベルの強化を図ります。

○ ○ ○

○

各年度における実施内容（フォローアップ）

42 ＩＣＴに関する人材の育成
革新的新技術を視野に入れたＩＣＴに関する知識、スキル
を習得するため、職員を専門的な外部研修等に積極的に派
遣します。

○ ○ ○

43 情報セキュリティe-ラーニングの実施

情報化推進計画・実施計画（平成23年６月策定）における計画内容

実施計画項目 事業内容
ＮＯ



23 ○
ＩＣＴ部門の業務継続計画について、他情報システム所管
課への説明会の開催をし、適用促進を図りました。

24 ○

庁内研修において、ICT部門の業務継続計画について説明
し、全課に対して適用促進を図りました。また、実地訓練
を通じた計画の検証及び被災時用住民情報参照システムの
構築など、計画の内容の充実を図りました。

25 ○

庁内研修において、初動業務を盛り込んだ「ＩＣＴ利用課
の業務継続計画」について説明を行い、全課に対して策定
促進を図りました。また、すぐやることリストを使用した
システム動作確認訓練や被災者支援システム等のセット
アップ訓練等を実施するなど、訓練内容の充実を図りまし
た。

26

スケジュール及び進捗項目

△（調査、検討）　　　　◎（実施、完了）

○（一部実施、推進）　　→（継続）

○46 ＩＣＴ部門の業務継続計画（ＢＣＰ）の推進
ＩＣＴ部門の業務継続計画（情報管理課版）の内容充実や
実地訓練を実施し、他課所管情報システムへの適用促進を
図ります。

○ ○ ○
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